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水汲みは母と交代で行っている。朝

は母、夕方は私がしている。以前は

ディバゾ学校裏にある池で水汲みを

していた。でも水量が十分ではなく、

時間に遅れて行くと水がほとんどな

く空っぽのタンクで帰宅することが

あった。 

いまは給水所が家から近く、水が

なくなる心配もないから本当にうれ

しい。 
																		（10 代後半女性）	
	

 

	

設置された給水所と安全な水	 住民の声	

WASH	Club はトイレの利用促進や手洗いなど促進するために学校側が

自主的に立ち上げた。ツァイテ小学校では男女 10 名ずつと担当教師

１名、ディバゾ小学校では児童 11 名と担当教師で構成されている。

週に１回教師を含めミーティングを行い、メンバーの活動、積極性を

確認している。これまでは教師が児童に指導するのが当たり前だった

が、現在はトイレ後の手洗い、トイレ利用ルール等をクラブメンバー

が他の児童への指導している。	

	

	

	

	 	 	

源泉保護ボックス 2基	 貯水タンク 2 基	 パイプ	 17,802m	

	 	 	

給水所 33 カ所	 洗濯場 31 カ所	 トイレ	 5 基 

	 	 	 	 	 特定非営利活動法人ホープ・インターナショナル開発機構	

ツァイテ水供給と保健衛生改善事業（２０１５）事業完了時写真	
	

		1													 	 本事業で設置された水供給システムとトイレ	

 

		2													 	 本事業の成果	

 


